
■
９
月
２５
日
、
恒
例
の
町
民
体
育
祭
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
写
真
は
、
綱
引
き
で
大
健
闘
、
見
事
総
合
優
勝
を
果
た
し
た
６
軍
（
黒
坂
地
区
大
会
）



2広報ひの

　９月２５日、まちの秋の恒例イベント「町民体育祭 ｣が開かれました。

　根雨小学校グラウンドで開かれた根雨地区大会では、関所やぶりや水

入れリレー、総合リレーなど１０種目が行われ、総合得点では６組（下

榎 ･安原 ･津地地区）が優勝しました。

　黒坂小学校グラウンドで開かれた黒坂地区大会では、入場演技に始ま

り、１４種目が行われ、総合得点では６軍（菅福地区）が優勝しました。

　地域がひとつになった、その熱戦の模様をお伝えします。

あいこでしょっ！もう手加減してよ～（根雨）

走る・バトンを渡す・受け取る・見守る。

それぞれの表情 (黒坂 )

息を合わせて慎重に慎重に！（黒坂）
旗とりのお菓子は

もらえたかな？ (根雨 )
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さっそうと入場行進（黒坂）

息を合わせて力いっぱい！ここが腕の見せどころ！（根雨）

「ガンバレ～！」応援にも熱が入ります（根雨）

スタート直前、緊張の一瞬です（根雨）

黒坂地区大会恒例の入場演技。

（上）にぎやかに阿波踊り（４軍）

（右）元気いっぱいマツケンサンバ（５軍）



　

ま
ち
の
財
政
は
、
平
成　

年
度
か

１８

ら
数
年
間
、
約
２
～
３
億
円
の
赤
字

が
生
じ
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
、
こ
の

赤
字
を
極
力
早
く
解
消
し
、
健
全
な

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
さ
ら

に
事
務
事
業
等
の
見
直
し
を
は
じ

め
と
す
る
行
財
政
改
革
を
進
め
て

い
き
ま
す
。
こ
の
た
め
に
は
、
町
民

の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
が

必
要
で
す
。

　

町
の
大
き
な
歳
入
財
源
と
な
っ

て
い
る
地
方
交
付
税
が
毎
年
削
減

さ
れ
、
ま
た
、
よ
り
よ
い
町
づ
く
り

を
め
ざ
し
て
進
め
た
事
業
や
震
災

復
興
事
業
に
よ
る
借
金
の
返
済
が

ピ
ー
ク
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
平
成

　

年
度
か
ら
歳
入
不
足
と
な
る
財

１８政
見
通
し
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
平

成　

年
中
に
町
広
報
で
も
紹
介
し
、

１４
市
町
村
合
併
の
取
り
組
み
や
、
経
費

の
削
減
等
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。

　

し
か
し
昨
年
５
月
、
江
府
町
と
進

め
て
い
た
合
併
が
取
り
や
め
と
な

り
、
単
独
自
立
の
道
を
歩
む
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
昨

年
６
月
に
自
立
政
策
推
進
本
部
を

設
立
。
町
民
か
ら
も
参
画
し
て
い

た
だ
き
、
事
務
事
業
の
見
直
し
、
組

織
、
機
構
の
見
直
し
、
開
か
れ
た
行

政
、
住
民
の
自
立
促
進
を
重
点
目
標

と
し
た
「
日
野
町
自
立
政
策
推
進
大

綱
」
を
昨
年　

月
に
策
定
し
、
見
直

１２

し
事
項
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
か
ら

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
組
織
・
機
構
の
見
直
し
と

し
て
町
長
部
局
の
６
課
を
４
課
に

統
合
し
、
機
構
の
ス
リ
ム
化
を
図
り

ま
し
た
。
職
員
定
数
も
５
人
減
と

し
、
今
後
退
職
に
対
し
て
採
用
を
控

え
る
な
ど
、　

年
間
で　

人
程
度
を

１０

２０

削
減
す
る
見
通
し
で
す
。

　

ま
た
、
町
長
・
助
役
の
給
料
を
７

％
減
額（
平
成　

年
度
５
㌫
減
額
と

１６

ま
ち
の
財
政
は

　
　
　

年
度
以
降
赤
字
の
見
通
し

１８

単
独
自
立
を
き
っ
か
け
に

　
　

自
立
政
策
推
進
本
部
を
設
立



併
せ
、　

㌫
程
度
の
減
額
）、
教
育

１２

長
は
６
％
の
減
額
（
平
成　

年
度

１６

３
・
７
㌫
減
額
と
併
せ
、
９
・
７

㌫
の
減
額
）と
し
て
い
ま
す
。
職
員

に
つ
い
て
は
平
均
５
％
減
額
（
平
成

　

年
度
ま
で
の
給
与
引
き
下
げ
と

１６併
せ
、
平
均
８
㌫
減
額
）、
さ
ら
に

町
議
会
議
員
報
酬
は
３
％
の
減
額

（
平
成　

年
度
か
ら
計
５
・
６
㌫
減

１５

額
）、
農
業
委
員
会
と
教
育
委
員
会

委
員
報
酬
は　

％
減
額
と
し
た
ほ

１０

か
、
各
種
委
員
会
・
審
議
会
の
日
額

報
酬
や
自
治
会
長
手
当
の
減
額
等

な
ど
、
人
件
費
な
ど
を
削
減
し
ま

し
た
。

　

事
務
事
業
に
お
い
て
も
、
町
税

の
前
納
報
奨
金
の
廃
止
、
各
種
補

助
金
・
負
担
金
の
削
減
、
庁
舎
等
施

設
の
管
理
費
な
ど
を
節
減
し
た
の

を
は
じ
め
、
す
べ
て
の
事
業
に
お

い
て
経
費
の
見
直
し
を
し
ま
し
た
。

　

９
月
か
ら
は
施
設
の
使
用
料
減

免
を
見
直
し
、
町
民
の
皆
さ
ん
に

負
担
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
ま
た

年
々
負
担
が
増
え
る
過
疎
バ
ス
対

策
と
し
て
、
町
で
バ
ス
を
３
台
購

入
（
宝
く
じ
助
成
金
）
し
、
来
年
１

月
か
ら
町
営
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

　

こ
う
し
た
見
直
し
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
財
政
推
計
の
赤
字
額
は
現

状
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
続
け
る
と

平
成　

年
度
か
ら　

年
度
に
か
け

１８

２１

て
約
２
～
３
億
円
、　

年
度
以
降

２２

は
借
金
の
返
済
も
減
っ
て
く
る
こ

と
か
ら
約
１
億
円
台
～
1
億
円
以

下
に
な
る
見
通
し
で
す
。
そ
の
累

積
赤
字
は
多
い
と
き
で　

億
円
を

１０

越
え
る
状
況
で
す
。

　

赤
字
を
１
年
で
も
早
く
解
消
す

る
た
め
、
来
年　

年
度
以
降
さ
ら

１８

に
見
直
し
が
必
要
で
す
。
町
職
員

の
給
与
等
人
件
費
の
削
減
は
も
と

よ
り
、
今
ま
で
以
上
に
事
務
費
や

施
設
の
管
理
費
の
削
減
、
必
要
な

補
助
金
や
事
業
を
精
査
し
、
事
業

費
の
削
減
を
進
め
る
ほ
か
、
保
育

所
の
統
合
も
検
討
し
ま
す
。

　

町
民
の
み
な
さ
ん
に
対
し
て
も
、

固
定
資
産
税
の
税
率
引
き
上
げ
、

下
水
道
使
用
料
の
引
き
上
げ
な
ど

負
担
増
を
お
願
い
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

日野町の財政推計（平成１７年度～３４年度）

※現状の行政サービスを続けた場合の推計です。（９月２０日現在）

今
後
さ
ら
に
見
直
し
が
必
要

　
　

み
な
さ
ん
に
も
負
担
を
お
願
い

0

△ 12 億 5,555 万円
   △１５億円

△１０億円

   △５億円

０円

５億円

　１０億円

　１５億円

　２０億円

　２５億円

　３０億円

　３５億円

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34

歳   入   計 歳   出   計 差        引 差 引 累 計



町
財
政
は
厳
し
い
状
況

　

平
成　

年
度
（
平
成　

年
４
月

１６

１６

か
ら
平
成　

年
３
月
）
の
会
計
は
、

１７

一
般
会
計
と
６
つ
の
特
別
会
計
で

構
成
さ
れ
、
少
子
高
齢
化
や
過
疎

化
の
中
、
厳
し
い
財
政
状
況
を
再

認
識
し
た
う
え
で
事
業
を
進
め
ま

し
た
。

　

昨
年
、
江
府
町
と
の
合
併
が
な

く
な
っ
た
段
階
か
ら
、
ま
ち
で
は

自
立
政
策
推
進
本
部
（
本
部
長
助

役
）
を
立
ち
上
げ
て
自
立
政
策
推

進
大
綱
を
作
成
、　

年
度
か
ら
自

１６

主
自
立
に
向
け
て
取
り
組
み
を
進

め
た
結
果
、
歳
入
総
額
約　

億
２

３８

６
０
０
万
円
（
ま
ち
に
入
っ
て
く

る
お
金
）
か
ら
歳
出
総
額
約　

億
３７

４
５
３
３
万
円
（
町
か
ら
出
る
お

金
）
を
引
い
た
単
年
度
の
決
算
は

約
８
０
０
０
万
円
の
黒
字
と
な
り

ま
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
れ
は
事
業
を
実
施

す
る
予
算
の
段
階
で
、
国
か
ら
の

地
方
交
付
税
が
減
少
す
る
な
ど
歳

入
が
不
足
し
予
算
を
組
む
こ
と
が

で
き
な
い
た
め
、
ま
ち
の
基
金
（
貯

金
）
を
約
１
億
２
０
０
０
万
円
取

り
崩
し
て
お
り
、
実
質
は
赤
字
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
基
金
は
、
平
成　

年
度
末

１６

で
約
３
億
７
５
０
０
万
円
で
、
平

成　

年
度
当
初
予
算
で
約
２
億
円

１７
を
取
り
崩
し
て
歳
入
・
歳
出
の
バ

ラ
ン
ス
を
と
っ
て
お
り
、
平
成　
１８

年
度
も
取
り
崩
し
を
す
る
と
底
を

つ
く
と
い
う
の
が
現
状
で
す
。
こ

の
現
象
は
日
野
町
だ
け
で
な
く
、

全
国
の
他
の
市
町
村
も
同
じ
よ
う

な
状
況
で
す
。

歳
入
総
額
の
う
ち

　
　
　
　
　

自
主
財
源
は　

㌫
２２

　

一
般
会
計
の
歳
入
内
訳
は
、
全

体
に
占
め
る
割
合
の
大
き
い
も
の

か
ら
見
る
と
、
ま
ち
の
行
政
規
模

な
ど
に
応
じ
て
国
か
ら
交
付
さ
れ

る
地
方
交
付
税
が　

億
６
０
８
４

１７

万
円
（
全
体
の　

㌫
）、
事
業
を
行

４６

う
た
め
に
ま
ち
が
計
画
的
に
借
り

入
れ
る
町
債
が
６
億
２
８
０
１
万

６
１
５
０
円
（
全
体
の　

・
４
㌫
）、

１６

町
民
税
や
固
定
資
産
税
な
ど
の
町

税
が
３
億
６
４
８
１
万
９
４
１
１

円
（
全
体
の
９
・
５
㌫
）
の
順
に

な
っ
て
お
り
年
々
減
少
の
傾
向
に

あ
り
ま
す
。

　

財
源
別
に
見
る
と
、
ま
ち
が
自

主
的
に
収
入
に
で
き
る
自
主
財
源

（
町
税
、
使
用
料
、
諸
収
入
な
ど
）

が
８
億
４
２
２
９
万
１
９
０
９
円

（
収
入
全
体
の
約　

㌫
）、
国
や
県

２２

に
よ
り
定
め
ら
れ
た
金
額
や
、
割

り
当
て
ら
れ
た
金
額
を
収
入
に
す

る
依
存
財
源
（
地
方
交
付
税
、
町
債

な
ど
）
が　

億
８
３
７
０
万
８
４

２９

８
６
円
（
収
入
全
体
の
約　

㌫
）

７８

と
な
り
、
歳
入
に
占
め
る
依
存
財

源
の
割
合
は
依
然
高
く
な
る
傾
向

で
す
。

福
祉
事
業
な
ど
の
民
生
費
に

　
　
　

約
８
億
５
９
０
０
万
円

　

歳
出
に
つ
い
て
は
、
福
祉
や
介

護
、
保
育
所
運
営
な
ど
に
使
わ
れ

た
民
生
費
が
８
億
５
９
０
２
万
８

７
４
９
円
（
全
体
の　

・
９
㌫
）

２２

で
す
が
、
こ
れ
は
新
保
育
所
を
建

設
し
た
こ
と
で
昨
年
よ
り
も
歳
出

が
増
え
た
も
の
で
す
。
次
い
で
公

債
費
（
今
ま
で
借
り
て
事
業
を

行
っ
た
町
債
の
返
済
金
）
が
７
億

３
２
８
６
万
７
８
４
３
円
（
全
体

の　

・
６
㌫
）、
人
件
費
、
西
部
広

１９
域
行
政
管
理
組
合
負
担
金
、
過
疎

バ
ス
運
行
費
な
ど
、
全
体
的
な
管

理
事
務
に
使
わ
れ
た
総
務
費
が
５

億
５
５
９
１
万
８
０
５
２
円
（
全

体
の　

・
８
㌫
）、
日
野
病
院
の
経

１４

営
負
担
や
保
健
事
業
に
使
わ
れ
た

衛
生
費
が
４
億
３
６
４
７
万
７
７

９
０
円
（
全
体
の　

・
７
㌫
）
の

１１

順
に
な
り
ま
し
た
。
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町税
３億６,４８１万９,４１１円

繰入金
２億１,５９８万９,８６５円

その他※１
１億３,２７２万５６６円

諸収入
１億２,８７６万２,０６７円

その他※１

　分担金及び負担金

　使用料及び手数料

　財産収入・寄付金

　繰越金

地方交付税
１７億６,０８４万円

町債
６億２,８０１万６,１５０円

２億７,８７３万１,３５８円
県支出金 その他※１

国庫支出金
１億８,８６８万５,９７８円

その他※２
１億２,７４３万５,０００円

その他※２

　地方譲与税

　利子割交付金

　配当割交付金

　株式等譲渡所得割交付金

　地方消費税交付金

　自動車所得税交付金

　地方特例交付金

　交通安全対策特別交付金

　
　

平
成　

年
度
決
算　

ま
ち
の
家
計
簿

１６



7 広報ひの

民生費
８億５,９０２万８,７４９円

公債費
７億３,２８６万７,８４３円

総務費
５億５,５９１万８,０５２円

衛生費
４億３,６４７万７,７９０円

農林水産業費
３億６,３７６万４,５３６円

土木費
３億４,７９４万３,２６２円

教育費
３億６５万３,３９８円

商工費
６,２９７万１,７９１円

議会費
６,１１８万５,１８４円

消防費
１,７９５万１,０９７円

災害復旧費
６５７万３,６３６円独

自
に
運
営
す
る

　
　
　
　

６
つ
の
特
別
会
計

　

一
般
会
計
と
は
別
に
運
営
す
る

特
別
会
計
の
決
算
は
、
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
が
歳
入
総
額
３
億

５
８
６
９
万
７
５
２
１
円
（　

年
１５

度
よ
り
６
･
６
㌫
減
）、
歳
出
総

額
３
億
４
９
９
８
万
１
８
２
６
円

（
８
・
３
㌫
減
）
に
な
り
ま
し
た
。

　
　

歳
以
上
の
高
齢
者
を
対
象
に

７５
医
療
給
付
を
行
う
老
人
保
健
特
別

会
計
で
は
、
歳
入
、
歳
出
と
も
に

総
額
８
億
７
８
８
５
万
５
７
４
３

円
（　

・
４
㌫
増
）
に
な
り
ま
し

１０

た
。

　

介
護
保
険
特
別
会
計
は
、
歳
入

総
額
４
億
７
５
１
７
万
２
６
０
６

円（
０
･
３
㌫
増
）、
歳
出
総
額
４

億
５
５
８
８
万
３
０
２
８
円（
０
・

９
㌫
減
）
に
な
り
、
要
介
護
認
定

者
へ
の
給
付
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

簡
易
水
道
特
別
会
計
は
、
歳
入

総
額
は
９
９
１
８
万
６
８
７
７
円

（　

・
６
㌫
減
）、
歳
出
総
額
９
８

５２
１
８
万
６
８
７
７
円
（　

・
８
㌫

５２

減
）
に
な
り
、
水
道
施
設
の
管
理

な
ど
、
安
全
で
、
安
定
し
た
水
道

水
の
供
給
を
図
り
ま
し
た
。

　

公
共
下
水
道
特
別
会
計
は
、
歳

入
、
歳
出
と
も
に
総
額
３
億
２
９

１
８
万
３
８
８
２
円
（
８
・
８
㌫

増
）
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
下

水
道
整
備
区
域
内
の
管
路
工
事
は

　

年
度
で
完
了
し
ま
し
た
。

１６
　

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

は
、
歳
入
、
歳
出
と
も
に
４
６
９

９
万
７
４
８
５
円
（　

･
４

㌫

７２

減
）
に
な
り
、
排
水
処
理
施
設
、

な
ど
の
維
持
管
理
を
行
い
ま
し
た
。

平成１６年度一般会計の主な事業の実施状況
　

■過疎バス対策＝１,53５万８,８９４円（路線バスの運行維持経費）

■特別医療費助成＝２,９８２万７,２７０円（特別医療費受給資格者の医療費助成）

■統合保育所建設＝２億７,７４３万７,９８１円（ひのっ子保育所の建設）

■日野病院組合助成＝１億８,４８８万４,２８６円（日野病院の運営支援）

■合併処理浄化槽設置整備事業＝２,０７８万９,９６２円（合併処理浄化槽設置補助）

■除雪＝１,３００万７,８５１円（通学路、町道などの除雪）

■町道渡線緊急地方道路整備事業＝５,０００万６,２４２円（道路整備）

■森林整備地域活性化事業＝２,５１５万１,７００円（森林整備地域活動への助成）

■中菅地区用水施設整備＝５,７４３万７,１６０円（水道水の供給施設整備）

■学校いきいきプラン＝３４１万７,２２４円（学校図書館の利活用促進）

■文化センター管理＝１,５４１万４,９９０円（管理運営）

　※決算書は、町図書館、黒坂支所で閲覧できます。

歳入歳出

差  引  額
歳出決算歳入決算会      計      名

      ８０,６６５   ３,７４５,３３５   ３,８２６,０００     一   般   会   計

 　   ８,７１５      ３４９,９８２      ３５８,６９７ 国民健康保険
　
  
特   
別   
会   
計 

         　０      ８７８,８５６      ８７８,８５６ 老人保健

      １９,２８９      ４５５,８８３      ４７５,１７２ 介護保険

 　   １,０００　    ９８,１８７　    ９９,１８７ 簡易水道
         　０      ３２９,１８４      ３２９,１８４ 公共下水道事業
         　０    　４６,９９７    　４６,９９７ 農業集落排水事業

会計別決算の状況 （単位：千円）
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全
町
一
斉
防
災
訓
練

　

５
年
前
の
教
訓
を
忘
れ
ず
、
日

ご
ろ
か
ら
の
防
災
意
識
を
高
め
る

た
め
、
全
町
一
斉
防
災
訓
練
が

「
日
野
町
防
災
の
日
」
を
前
に
し

た　

月
２
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

１０

　

訓
練
は
、
鳥
取
県
西
部
を
震
源

と
し
た
震
度
６
強
の
地
震
の
発
生

を
想
定
し
、
町
内
一
斉
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

午
前
９
時
の
サ
イ
レ
ン
と
と
も

に
防
災
無
線
が
地
震
の
発
生
を
知

ら
せ
る
と
、
住
民
は
ま
ず
各
自
治

会
で
指
定
さ
れ
て
い
る
避
難
所
に

避
難
、
防
災
責
任
者
を
中
心
に
、

住
民
同
士
で
安
否
確
認
が
さ
れ
ま

し
た
。
お
年
寄
り
や
け
が
人
な
ど

の
搬
送
訓
練
も
一
部
の
自
治
会
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
役
場
で
は
地
震
発
生
の

５
分
後
に
災
害
対
策
本
部
を
設
置
、

全
職
員
が
情
報
収
集
、
現
地
指
導

な
ど
の
班
に
分
か
れ
、
避
難
人
数

の
集
約
や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
調
査
、

避
難
勧
告
の
決
定
な
ど
の
本
部
運

営
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

町
消
防
団
は
団
長
、
分
団
長
の

指
示
の
も
と
、
町
内
の
被
害
状
況

の
確
認
や
自
治
会
の
消
火
訓
練
な

ど
の
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

　

黒
坂
地
区
で
は
、
黒
坂
地
区
自

主
防
災
委
員
会（
福
田
和
也
会
長
）

が
町
公
民
館
前
に
防
災
対
策
本
部

を
設
置
、
ま
た
、
菅
福
地
区
自
主

防
災
会
（
青
砥
昭
雄
会
長
）
も
菅

福
食
文
化
伝
承
館
に
本
部
を
設
置

し
、
各
自
治
会
か
ら
の
避
難
状
況

報
告
な
ど
を
集
約
し
て
役
場
の
対

策
本
部
に
報
告
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
黒
坂
地
区
で
は
訓
練
終

了
後
に「
震
災
の
体
験
を
語
る
会
」

が
町
公
民
館
で
開
か
れ
、
西
部
地

震
発
生
当
時
の
黒
坂
地
区
で
の
自

治
会
、
避
難
所
、
仮
設
住
宅
、
学

校
や
行
政
な
ど
の
避
難
の
様
子
や

災
害
対
応
な
ど
を
そ
れ
ぞ
れ
の
代

表
者
が
発
表
し
、
こ
れ
か
ら
の
防

災
や
ま
ち
づ
く
り
な
ど
に
つ
い
て

意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。　

水道が寸断されたことを想定し、バケツリレーの訓練を（黒坂５区）

避難と人数確認を速やかに（根雨６区）

消防団は町内をくまなく巡視
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県
総
合
防
災
訓
練

　

鳥
取
県
西
部
地
震
か
ら
５
年
目

の　

月
６
日
、
県
総
合
防
災
訓
練

１０
が
県
西
部
一
円
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

訓
練
で
は
、
午
前
９
時　

分
を

３０

地
震
発
生
時
刻
と
想
定
、
日
野
病

院
患
者
と
医
師
、
看
護
師
を
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
で
搬
送
す
る
訓
練
を
行

い
ま
し
た
。

　

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
離
着
陸
場
に

日
野
病
院
近
く
の
野
田
河
川
敷
を

設
定
し
、
午
前　

時　

分
、
け
が

１０

１０

を
し
た
患
者
を
救
急
車
か
ら
直
接

ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
で
陸
上
自
衛
隊

の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
へ
移
し
、
江
府

町
の
防
災
基
地
へ
搬
送
し
ま
し
た
。

鳥
取
県
西
部
地
震
か
ら

　
　
　
　
　

５
年
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

地
震
の
教
訓
を
活
か
し
た
地
域

防
災
力
の
向
上
の
た
め
、　

月
６

１０

日
、「
鳥
取
県
西
部
地
震
か
ら
５

年
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
町
文
化
セ
ン

タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

主
催
者
代
表
、
片
山
善
博
知
事

の
あ
い
さ
つ
の
後
、
県
自
主
防
災

組
織
等
知
事
表
彰
と
し
て
、
黒
坂

地
区
自
主
防
災
委
員
会
を
は
じ
め
、

県
内
の
６
団
体
が
日
ご
ろ
の
防
災

活
動
に
つ
い
て
表
彰
を
受
け
ま
し

た
。

　

基
調
講
演
で
は
、
大
阪
市
立
大

学
教
授　

宮
野
道
雄
さ
ん
が
、
過

去
の
地
震
災
害
を
例
に
と
り
な
が

ら
「
災
害
が
起
こ
る
前
か
ら
、
地

域
の
特
性
や
災
害
に
弱
い
立
場
の

人
た
ち
の
把
握
な
ど
、『
地
域
力
』

を
高
め
て
日
常
か
ら
非
日
常
へ
と

つ
な
が
る
防
災
シ
ス
テ
ム
を
構
築

し
て
い
く
べ
き
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
片
山
知
事
の
司
会
で

座
談
会
が
行
わ
れ
、
ま
ち
か
ら
は

パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
黒
坂
地
区
自

主
防
災
委
員
会
会
長　

福
田
和
也

さ
ん
、
日
野
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク　

山
下
弘
彦
さ
ん
が
参

加
し
、
自
分
の
経
験
や
こ
れ
か
ら

の
防
災
な
ど
に
つ
い
て
語
り
ま
し

た
。

　

福
田
さ
ん
は
「
黒
坂
地
区
は
高

齢
化
率
は
高
い
が
、
以
前
か
ら
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
が
活
発
で
、

震
災
当
時
は
連
合
区
と
役
場
黒
坂

支
所
と
相
談
し
な
が
ら
対
応
し
て

い
ま
し
た
。
日
ご
ろ
か
ら
の
地
域

活
動
が
い
ざ
と
い
う
時
に
役
立

つ
」
と
、
山
下
さ
ん
は
「
震
災
か

ら
１
ヵ
月
後
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
日
野
町
に
入
り
ま
し
た
。
そ

の
活
動
の
中
で
地
域
が
抱
え
る
課

題
を
地
域
の
視
点
か
ら
考
え
る
よ

う
に
な
り
、
新
た
な
体
制
づ
く
り

の
た
め
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
人

と
人
と
の
新
し
い
つ
な
が
り
を

作
っ
て
い
く
こ
と
を
活
動
の
大
き

な
目
的
に
し
て
い
ま
す
。
昨
年
の

中
越
地
震
な
ど
で
も
支
援
活
動
を

し
ま
し
た
が
、
当
事
者
同
士
い
ろ

ん
な
経
験
を
共
有
し
て
い
く
こ
と

が
大
切
」
と
話
し
、
他
の
参
加
者

と
意
見
を
交
換
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
片
山
知
事
が
、
ま
と
め

と
し
て
「
５
年
前
の
地
震
は
死
者

が
出
な
か
っ
た
こ
と
が
と
て
も

ラ
ッ
キ
ー
だ
っ
た
。
こ
の
経
験
の

お
か
げ
で
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
見

直
し
も
で
き
た
。
西
部
地
震
の
よ

う
な
災
害
時
に
は
、
災
害
が
起
き

た
と
き
で
は
な
く
、
普
段
か
ら
関

係
機
関
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ

く
っ
て
お
く
こ
と
。
ま
た
、
み
な

さ
ん
に
は
自
分
の
身
の
回
り
の
防

災
対
策
が
ど
れ
だ
け
で
き
て
い
る

か
、
ぜ
ひ
点
検
し
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
語
り
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
締

め
く
く
り
ま
し
た
。

●鳥取県西部地震
　　　　から５年

５年前の経験を活かして迅速に

座談会には中越地震の被災地、新潟県川口町長　星野和久さん (写真右端 )も参加　

自主防災の活動が表彰される
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さ
ら
に
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
！

　

お
し
ど
り
た
ち
の
夢
の
舞
台

　
　
　

　

平
成　

年
の
初
公
演
「
光
明
寺

１４

の
河
童
」
以
来
毎
年
公
演
を
続
け

て
い
る
町
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
。
４

回
目
と
な
る
今
回
は
、
昨
年
上
演

し
大
好
評
を
得
た
「
お
し
ど
り
の

物
語
」
を
も
と
に
、
新
し
い
登
場

人
物
や
歌
、
新
場
面
を
加
え
、「
新

お
し
ど
り
の
物
語
」
と
し
て
グ

レ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
上
演
し
ま
す
。

　

出
演
者
は
、
町
内
の
子
供
た
ち

　

人
、
大
人　

人
の
計　

名
。
毎

１７

１１

２８

週
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
て
い

る
練
習
に
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

　

出
演
者
に
聞
い
て
み
ま
し
た
。

■
加
藤
梨
馨
さ
ん（
根
雨
小
４
年
）

　
「
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
に
出
演
す
る

の
は
２
回
目
で
す
。
去
年
は
村
の

子
ど
も
役
で
し
た
が
、
今
回
は
お

し
ど
り
役
を
演
じ
ま
す
。
私
は
歌

を
歌
う
こ
と
が
好
き
な
の
で
練
習

も
と
て
も
楽
し
い
で
す
。
去
年
見

に
来
た
人
も
、
ま
た
見
に
来
て
く

だ
さ
い
ね
」

■
松
原
小
波
さ
ん（
日
野
中
１
年
）

　
「
お
し
ど
り
役
を
演
じ
ま
す
。

部
活
や
塾
と
何
と
か
両
立
さ
せ
て

練
習
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
中
学

生
は
私
一
人
だ
け
な
の
で
、
小
学

生
の
元
気
に
負
け
な
い
よ
う
に
が

ん
ば
り
ま
す
」

　

お
し
ど
り
と
人
間
、
そ
し
て
鬼

と
の
心
の
交
流
が
描
か
れ
ま
す
。

ど
う
ぞ
お
見
逃
し
な
く
！

　９月から、日野中学校のＡＬＴ (英語指導助手 )として、

カレン・ローディン（Karen  Lodine）さんが赴任されました。

　カレンさんはアメリカ合衆国オレゴン州ポートランド出身。

皆生養護学校、米子高等学校、日野中学校の３校で英会話な

ど、英語の授業をサポートします。

　まだ来日して間もないカレンさんに、日本の印象などをイ

ンタビューしてみました。笑顔で語ってくれたカレンさん

はじめまして！カレンです
　

■カレンさんのふるさとはどんなところ？

　ポートランドは人口約１００万のオレゴン州で一番

大きな都市で大都会ですが、街の中に大きな森林公

園もあり、自然も豊かなところです。

■日本の印象は？

　人びとが親切で優しい。初めて根雨駅に降り立っ

たとき、日野町はとても美しいまちだと思いました。

■日本とアメリカとの文化の違いは感じますか？

　日本では大人も漫画を読むことに驚きました。ア

メリカでは、漫画は子どもの物という印象が強いの

で。でも私の父も漫画好きなんです (笑 )。あと、靴

を頻繁に脱いだり履いたりするところでしょうか。

■趣味はなんですか？

　テニスやジョギング、料理などです。これからは

生け花をやってみたいです。

■日野中学校の印象は？

　生徒たちはみんな元気でエネルギッシュ。授業も

真剣に聞いてくれています。先生方も気さくな方ば

かりでうれしいです。

■まちの皆さんにひとことお願いします。

　私をＡＬＴとして迎えてくださってありがとうご

ざいます。これから日本のこと、日野町のことを

もっとよく知りたいです。よろしくお願いします。

町民ミュージカル

１２月１８日（日）上演！
会場：文化センター (昼夜２回公演 )
　　　　※詳細は随時お知らせします。

　
Vol.１１
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レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
目
標
に

　

全国大会レベルの強豪ぞろい

　

９
月　

日
、
第　

回
日
野
町
杯
ソ
フ
ト
テ
ニ

１９

１７

ス
大
会
（
町
体
育
協
会
主
催
）
が
日
野
中
学
校

と
野
田
町
民
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
町
内
の
小
中
学
生
か
ら
一
般
の

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
愛
好
者
約　

人
が
参
加
、
リ
ー

８０

グ
戦
と
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
を
行
い
ま
し
た
。

大
会
結
果
（
第
３
位
ま
で
を
掲
載
）

■
小
学
生
Ａ
ク
ラ
ス
の
部

　

優　

勝　

西
村
・
頭
本
ペ
ア

　

準
優
勝　

小
谷
・
矢
田
貝
ペ
ア

　

第
３
位　

西
村
・
杠
ペ
ア

■
小
学
生
Ｂ
ク
ラ
ス
の
部

　

優　

勝　

木
村
・
坂
本
ペ
ア

　

準
優
勝　

西
村
・
小
谷
ペ
ア

　

第
３
位　

三
上
・
長
尾
ペ
ア

■
中
学
生
の
部

　

優　

勝　

稲
田
・
伊
田
ペ
ア

　

準
優
勝　

槙
原
・
安
達
ペ
ア

　

第
３
位　

谷
口
・
音
田
ペ
ア

■
一
般
Ａ
ク
ラ
ス
の
部

　

優　

勝　

岡
・
秋
葉
ペ
ア

　

準
優
勝　

安
達
・
高
橋
ペ
ア

　

第
３
位　

音
田
・
森
田
ペ
ア

■
一
般
Ｂ
ク
ラ
ス
の
部

　

優　

勝　

谷
口
・
頭
本
ペ
ア

　

準
優
勝　

杠
・
後
藤
ペ
ア

　

第
３
位　

長
尾
・
矢
田
貝
ペ
ア

日
野
高
校
福
本
選
手
が
２
連
覇

　

第　

回
国
民
体
育
大
会
（
晴
れ
の
国
お
か
や

６０
ま
国
体
）
の
カ
ヌ
ー
競
技
に
出
場
し
た
、
福
本

か
な
子
選
手
（
日
野
高
校
教
諭
）
が
、
９
月

　

日
に
行
わ
れ
た
成
年
女
子
ワ
イ
ル
ド

１３

ウ
ォ
ー
タ
ー
・
カ
ヤ
ッ
ク
シ
ン
グ
ル
（
ス
プ

リ
ン
ト
）
で
優
勝
し
、
昨
年
大
会
に
引
き
続
き

２
連
覇
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

福
本
選
手
は
「
競
技
で
は
３
５
０
メ
ー
ト

ル
の
コ
ー
ス
を
２
本
の
合
計
タ
イ
ム
で
競
い

ま
す
が
、
１
本
目
で
失
敗
し
タ
イ
ム
を
ロ
ス

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
入
賞
は
無
理
か
な
と

思
っ
て
い
た
ら
そ
れ
で
も
２
位
だ
っ
た
の
で
、

２
本
目
は
失
敗
を
な
く
し
て
気
持
ち
よ
く
漕

げ
れ
ば
と
勝
負
に
臨
み
ま
し
た
。
表
彰
台
に

上
が
る
時
は
今
ま
で
の
努
力
が
報
わ
れ
る
よ

う
な
気
分
で
す
」
と
、
ま
た
今
後
に
つ
い
て

「
も
ち
ろ
ん
競
技
は
続
け
て
い
き
ま
す
が
、

こ
れ
か
ら
は
後
進
の
指
導
を
し
、
自
分
の
後

継
者
を
育
て
て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を
語
り

ま
し
た
。

地
域
文
化
の
発
展
に
貢
献

　

９
月　

日
、
町
民
の
読
書
活
動
に
役
立
て

２９

ほ
し
い
と
、
ご
う
ぎ
ん
鳥
取
文
化
振
興
財
団

か
ら
、
ま
ち
に
図
書
カ
ー
ド
が
寄
贈
さ
れ
ま

し
た
。

　
「
ご
う
ぎ
ん
鳥
取
文
化
振
興
財
団
」
は
、
地

域
の
優
れ
た
文
化
芸
術
の
創
造
･
普
及
、
教

育
活
動
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
支
援
し
、
地
域

社
会
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
を
目

的
に
設
立
さ
れ
た
財
団
法
人
で
、
昨
年
度
か

ら
は
日
野
町
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
へ
の
助
成
も

行
っ
て
い
ま
す
。

教育 ･文化のまちづくりを支援

「競技を続けるからには上位を

目指したい」と語る福本選手

県美術展覧会入選
　９月に開かれた第４９回県美術

展覧会で、町内から次の７人の方

が入選しました。

■日本画の部

　頭本俊子さん（野田）

■洋画の部、彫刻の部

　松田鮎美さん（根雨）

■工芸の部

　谷本久美子さん（野田）

■写真の部

　生田英明さん（根雨 ･審査員）

　飯田頼昭さん（根雨）

　長谷川利子さん（三土）

　牧田教介さん（黒坂）

　入選作品は、１０月２２日（土）

から１１月６日（日）まで、日南

町美術館で展示されます。

　また、生田英明さんは第５３回

二科展写真の部で入賞、二科会写

真部会友に推挙されました。　　
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９
チ
ー
ム
が
熱
戦
を
展
開

　

ス
ポ
ー
ツ
人
口
の
増
加
と
町
民
同
士
の
交

流
を
図
ろ
う
と
、
第
１
回
Ｄ
ｏ
・
ス
ポ
ー
ツ
杯

夜
間
リ
ー
グ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
（
Ｄ
ｏ
・
ス

ポ
ー
ツ
主
催
）が
日
野
中
学
校
体
育
館
で
始
ま

り
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
に
は
町
内
の
事
業
所
等
で
結
成

さ
れ
た
９
チ
ー
ム
が
参
加
、
９
月　

日
か
ら

１４

　

月　

日
ま
で
、
毎
週
リ
ー
グ
戦
と
決
勝

１０

３１

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
が
行
わ
れ
ま
す
。

※
大
会
の
結
果
は　

月
号
で
お
伝
え
し
ま
す
。

１１

日ごろのストレスを発散！

潮
風
の
な
か
大
漁
大
漁
！

９
月　

日
、
子
ど
も
ア
ジ
釣
り
大
会
（
町

１７

公
民
館
、
町
子
ど
も
居
場
所
づ
く
り
実
行

委
員
会
主
催
）
が
境
港
市
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

夢
み
な
と
タ
ワ
ー
近
く
の
岸
壁
に
集

ま
っ
た
町
内
の
小
中
学
生　

人
は
、
二
人

１６

一
組
の
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
、
釣
り
上
げ

た
魚
の
数
と
大
き
さ
を
競
い
ま
し
た
。

　

始
め
は
な
か
な
か
釣
れ
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
子
供
た
ち
も
コ
ツ
を
覚
え
た
の
か
、
し

ば
ら
く
す
る
と
ア
ジ
や
カ
ワ
ハ
ギ
な
ど
が

次
々
に
釣
れ
る
よ
う
に
な
り
大
喜
び
。「
糸

や
仕
掛
け
が
か
ら
ま
っ
た
り
し
た
け
ど
釣

れ
て
よ
か
っ
た
」
と
感
想
を
話
し
ま
し
た
。

　

結
果
は
、
一
番
多
く
釣
っ
た
チ
ー
ム
は

　

匹
、
一
番
大
き
な
魚
は　

セ
ン
チ
の
ア

５４

１６

ジ
で
し
た
。

今夜のおかずは南蛮漬け？

も
し
も
の
時
の
た
め
に

　　

町
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
消
防
活
動
の
充

実
と
団
員
の
資
質
向
上
を
図
る
た
め
、
９
月

　

日
、
町
消
防
団
の
夏
季
訓
練
が
西
部
広
域

１８消
防
と
合
同
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
訓
練
で
は
、
舟
場
の
県
職
員
日
野

寮
か
ら
の
出
火
を
想
定
し
ま
し
た
。
団
員
は

朝
６
時
の
サ
イ
レ
ン
を
合
図
に
現
地
へ
急
行

し
、
水
利
の
悪
い
中
、
分
団
で
協
力
し
合
い
な

が
ら
ホ
ー
ス
を
つ
な
ぐ
な
ど
、
迅
速
な
消
火

活
動
を
行
い
ま
し
た
。

本番さながらの実地訓練

峠
道
は
特
に
気
を
つ
け
て　

交
通
安
全
を
呼
び
か
け
て
交
通
事
故
を
防

止
し
よ
う
と
、
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

を
前
に
し
た
９
月　

日
、
交
通
安
全
県
境

１８

テ
ン
ト
村
作
戦
が
、
明
地
峠
展
望
駐
車
場

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
鳥
取
、
岡
山
県
の
交
通
安
全

の
関
係
者
約　

人
は
、
峠
を
越
え
る
ド
ラ

７０

イ
バ
ー
に
反
射
材
と
チ
ラ
シ
を
配
っ
て
安

全
運
転
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

テ
ン
ト
村
作
戦
は
、
県
交
通
安
全
協
会

黒
坂
支
部
と
新
見
市
交
通
安
全
協
会
千
屋

支
部
が
協
力
し
て
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

「急カーブの多い峠道、道中気をつけて ｣



13 広報ひの

手
づ
く
り
の
お
も
て
な
し

　

９
月　

日
、
下
榎
敬
老
の
つ
ど
い
が
、
老

１８

人
憩
の
家
（
下
榎
）
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

つ
ど
い
に
は
下
榎
２
区
在
住
の　

歳
以

７５

上
の
お
年
寄
り
約　

人
が
出
席
し
ま
し
た
。

３０

下
榎
女
性
会
手
作
り
の
弁
当
と
お
酒
が
ふ

る
ま
わ
れ
る
中
、
有
志
に
よ
る
踊
り
や
歌

な
ど
の
演
芸
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
出
席
者

は
「
来
年
の
つ
ど
い
ま
で
元
気
で
い
た
い
」

な
ど
、
笑
顔
で
長
寿
を
喜
び
合
い
ま
し
た
。にぎやかで楽しいひととき

み
ん
な
の
手
で
環
境
美
化
を

　

　

住
民
の
手
で
ま
ち
の
環
境
を
美
化
し
よ

う
と
、
９
月　

日
、
町
内
一
斉
ク
リ
ー
ン
作

１８

戦
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
早
朝
か
ら
各
自
治
会
が
地
域

の
広
場
、
水
路
な
ど
の
清
掃
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
う
ち
、
野
田
自
治
会
は
、
日
野
川

河
川
敷
に
新
し
く
整
備
さ
れ
た
「
だ
ん
だ
ん

淵
公
園
」
周
辺
の
草
刈
り
を
行
い
、
誰
も
が

親
し
め
る
公
園
づ
く
り
に
さ
わ
や
か
な
汗

を
流
し
ま
し
た
。

板井原川周辺を清掃 (根雨３区 )

未
来
の
ス
ト
ラ
イ
カ
ー
た
ち

　

９
月　

日
、
第　

回
日
野
カ
ッ
プ
サ
ッ

１９

２０

カ
ー
大
会
（
根
雨
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
主
催
）
が

開
か
れ
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
県
西
部
で
活
動
し
て
い
る
小

学
生
の
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
の
う
ち
６
チ
ー
ム

が
２
ゾ
ー
ン
に
分
か
れ
て
リ
ー
グ
戦
を
展
開
、

そ
の
後
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
を
行
い
ま
し
た
。

優
勝
は
東
山
ジ
ュ
ニ
ア
（
米
子
市
）
で
、
ま
ち

か
ら
出
場
し
た
根
雨
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
は
第

５
位
と
な
り
ま
し
た
。

根雨イレブンも健闘！

田
淵
さ
ん
の
思
い
出
を
語
る

　

９
月　

日
、「
田
淵
行
男
を
偲
ぶ
ビ
デ
オ

１８

と
ト
ー
ク
の
夕
べ
」
が
開
発
セ
ン
タ
ー
で

開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
黒
坂
出
身
の
山
岳
写
真
家
、

故
田
淵
行
男
さ
ん
の
生
前
の
姿
を
と
ら
え

た
貴
重
な
映
像
作
品
の
上
映
と
、
田
淵
さ

ん
と
親
交
の
あ
っ
た
映
像
作
家
、
堺 
敬
生 
た
か
お

さ
ん
の
ト
ー
ク
で
つ
づ
っ
た
催
し
で
、
県

内
か
ら
約　

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

５０

　

堺
さ
ん
は
、「
田
淵
さ
ん
の
登
山
に
同

行
し
た
と
き
、
高
齢
に
も
か
か
わ
ら
ず
健

脚
で
驚
い
た
」「
全
て
の
生
き
物
を
愛
し
て

お
ら
れ
た
が
、
ヒ
グ
マ
だ
け
は
怖
が
っ
て

お
ら
れ
た
」
な
ど
、
田
淵
さ
ん
と
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
語
り
ま
し
た
。

田淵さんとの思い出を語る堺さん (写真左 )
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年
末
調
整
説
明
会

　

平
成　

年
分
給
与
所
得
者
の
年

１７

末
調
整
説
明
会
を
開
き
ま
す
。
都

合
の
良
い
開
催
日
に
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

■
日
南
会
場

日
時　
　

月
９
日
（
水
）

１１

午
後
１
時　

分
～
午
後
３
時　

分

３０

３０

場
所　

日
南
町
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

■
米
子
会
場

日
時　
　

月　

日
（
金
）

１１

１１

午
前　

時
～
正
午
、

１０

午
後
１
時　

分
～
午
後
３
時　

分

３０

３０

場
所　

米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

■
江
府
会
場

日
時　
　

月　

日
（
月
）

１１

１４

午
後
１
時　

分
～
午
後
３
時　

分

３０

３０

場
所　

江
府
町
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー

■
境
港
会
場

日
時　
　

月　

日
（
水
）

１１

１６

午
後
１
時　

分
～
午
後
３
時　

分

３０

３０

場
所　

境
港
市
文
化
ホ
ー
ル

■
対
象
者　

郡
内
に
所
在
す
る
源

泉
徴
収
義
務
者
（
官
公
庁
、
個
人

の
青
色
申
告
事
業
者
を
含
む
）

日
野
郡
Ｐ
Ｒ
ビ
デ
オ

　
　
　
　
「
話
し
手
」
募
集

　

四
季
折
々
の
自
然
、
詩
情
豊
か

な
風
景
な
ど
、
私
た
ち
の
日
野
郡

に
は
身
近
な
と
こ
ろ
に
素
晴
ら
し

い
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

郡
広
域
観
光
推
進
協
議
会
で
は
、

そ
の
魅
力
を
県
内
、
県
外
の
み
な

さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の

Ｐ
Ｒ
ビ
デ
オ
を
制
作
し
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
ふ
る
さ
と
を
思
い

起
こ
さ
せ
る
よ
う
な
、
懐
か
し
く

優
し
い
方
言
を
織
り
交
ぜ
て
話
し

て
く
だ
さ
る
「
話
し
手
」
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

対
象　

郡
内
在
住
の　

歳
以
上
の

６０

女
性
募
集
締
め
切
り　
　

月　

日（
月
）

１１

３１

録
音
時
期　

来
年
始
め
を
予
定

※
申
込
み
複
数
の
場
合
は
、
応
募

者
の
中
か
ら
事
務
局
で
選
考
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

申
込
み
・
問
合
せ　

郡
広
域
観
光

推
進
協
議
会
事
務
局
（
日
野
総
合

事
務
所
県
民
局
県
民
課
内
）

担
当　

関
（
電
話　

‐
２
０
８
３
）

７２

被
害
者
相
談
窓
口
の
活
用
を

　

警
察
で
は
被
害
者
相
談
窓
口
を

設
け
、
犯
罪
に
よ
る
被
害
の
相
談

を
受
け
て
い
ま
す
。
ひ
と
り
で
悩

ん
で
い
ま
せ
ん
か
。
ご
家
族
や
友

人
が
お
困
り
の
と
き
に
も
ど
う
ぞ
。

　

ま
た
、
通
り
魔
犯
罪
な
ど
の
故

意
の
犯
罪
に
よ
り
不
慮
の
死
亡
や

傷
害
な
ど
、
重
大
な
被
害
を
受
け

た
場
合
に
は
、
遺
族
、
被
害
者
に

対
し
て
国
が
一
定
の
給
付
金
を
支

給
す
る
犯
罪
被
害
者
給
付
制
度
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
窓
口
は
こ
ち
ら

警
察
総
合
電
話

　
　

０
８
５
７
‐　

‐
９
１
１
０

２７

黒
坂
警
察
署　
　
　

‐
０
１
１
０

７４

●
黒
坂
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

駐
在
所
に
お
か
け
に
な
っ
た
電

話
は
、
駐
在
所
が
不
在
の
場
合
は

自
動
的
に
黒
坂
警
察
署
ま
た
は
駐

在
所
勤
務
員
に
転
送
さ
れ
ま
す
。

　

駐
在
所
が
不
在
で
あ
っ
て
も
警

察
署
な
ど
で
対
応
し
ま
す
の
で
ご

安
心
く
だ
さ
い
。

根
雨
駐
在
所　
　
　

‐
０
０
５
３

７２

た
か
く
ら
の
み
や 

も
ち
ひ
と
お
う

は
せ
べ
の
ぶ
つ
ら

ひ
つ
ぎ

平
家
物
語
巻
四
よ
り
「
信
連
合
戦
の
事
」
現
代
語
訳

　
　
　
　
　
　
　
　

訳
…
イ
ッ
チ
ュ
ウ
コ
ウ
（
ひ
の
郷
会
会
員
）
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平成１８年４月１日から

麻しん (はしか )風しん予防接種の
受け方が変わります。

　

　予防接種法政省令が改正され、麻しん対策を強化し、

風しんによる先天性風しん症候群の発生を予防するため、

平成１８年４月１日から麻しん風しん予防接種の受け方が

変わります。対象者は下の表のとおりになります。

※麻しんのみ、風しんのみの単独ワクチン接種は対象外に

なります。混合ワクチンのみ対象になります。

※対象年齢が大きく変わります。

　

問合せ　役場健康福祉課　生田直子 (電話７２‐０３３４)■融資保証金詐欺にご注意を！

　最近、黒坂警察署管内において「融資保証金

詐欺 ｣が多発しています。

　「融資保証金詐欺 ｣は「振り込め詐欺 ｣の手

口の一つで、実際には融資をしないのにダイ

レクトメールのはがき・封筒を送りつけたり、

雑誌の広告面を利用して『即日融資可能』『完

全無審査』『低金利、保証人不要』などと申込

者を募り、融資を申し込んできた者に｢あなた

の信用を確認するために先に振り込んでくだ

さい」「融資の保証金に必要なので先に振り込

んでください」などと言って現金を口座に振り

込ませてお金を騙し取る手口です。これらの

多くは「ヤミ金融業者」による犯行です。

　通常、

　住民のみ

なさんは、『超低金利』『即日融資』などの甘い

融資話や、融資を受ける前の振り込みを要求

する融資話には乗らないようにしてください。

　●被害相談、お問合せは黒坂警察署まで

　　　　　　　　　　　　（電話７４－０１１０）

　

　青空の下で、ススキやコスモスの花が秋風にゆれ

る、さわやかな季節になりました。

　新たに参加してくださる方も次々にあり、にぎや

かに遊んでいます。　砂遊びをしたり、室内ではま

まごと、折り紙などをしたいと思います。

　１１月９日 (水 )は、午前１０時３０分～午前１１時

まで、町図書館スタッフによる『おはなし会』の予

定です。楽しみに来てくださいね。なお、１１月１６日

（水）は、翌日の「たのしみ会」の準備のため、支

援室はお休みにさせていただきますので、よろしく

お願いします。

連絡先　ひのっこ保育所　担当　音田 (電話７２－０２３８)

○印が実施日です。

９日はおはなし会 １０：３０～

日
野
町
俳
句
同
好
会　

選

　

　

　　　

天
高
し
村
は 
戸
毎 
に
蔵
持
ち
て   
（
講
師
）
谷   　

悦
子

こ
ご
と

　　

ど
の
道
を
行
く
も
故
郷 
秋
海
棠 　
　
　
　

安
達
つ
る
ゑ

し
ゅ
う
か
い
ど
う

　　

月 
中
天 
稲
田
を
照
ら
し
て
ゐ
た
り
け
り　

荒
木　

習
子

ち
ゅ
う
て
ん

　　
 
武
士 
も
越
え
し
古
道
や 
葛 
の
花　
　
　
　

勝
瀬　

京
子

も
の
の
ふ 

く
ず

　　

さ
ば
雲
と 
鰯 
雲
と
が
天
を
分
け　
 　
　
  
金
川　

昭
子

い
わ
し

　　
 
更 
け
し
灯
を
消
し
て
虫
と
の
闇 
領 
か
つ　

川
上　

文
子

ふ 

わ

　　

月
の
出
や
宝
仏
山
の
片
明
り　
　
　
 　
  
久
城　

霞
渓

　
　
　

秋 
簾 
淡
き
影
お
く
古
畳　
　
　
　
　
   　

徳
本
千
鶴
子

す
だ
れ

　　

組
体
操
天
辺

    

の
児
に
秋
高
し　
　
　
　
　

真
壁
富
貴
枝

て
っ
ぺ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
十
音
順
）

対象年齢ワクチン

　生後１２月～９０月未満

(満１歳～７歳６ヶ月未満)

　麻しんワクチン　１回

　風しんワクチン　１回

● 現 在 

※各ワクチン９,００３円公費負担しています。

対象年齢ワクチン

１期：生後１２月～２４月未満

２期：５歳以上７歳未満で小学

　　  校就学前の１年間

( １期の追加接種になります )

 麻しん風しん混合ワクチン　

２回

● 平成１８年４月１日から

平成１８年３月３１日までは現在の方法で

接種できますので、まだ受けていない方

は早めに受けるようにしましょう。
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台
所
の
隅
に
山
に
な
っ
て
い

る
レ
ジ
袋
。
ご
み
に
出
す
と
き

か
さ
ば
る
容
器
や
ラ
ッ
ピ
ン
グ
。

私
た
ち
は
無
駄
の
多
い
買
い
物

を
し
て
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
ん
な
無
駄
を
な
く
し
、
環
境

に
や
さ
し
い
暮
ら
し
の
た
め
に
、

ま
ず
レ
ジ
で
も
ら
う
袋
の
代
わ

り
に
、
自
分
だ
け
の
「
買
い
物
袋
」

を
使
っ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
。
レ
ジ
袋
を
も
ら
わ
な

い
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
だ
け
家

庭
の
ご
み
が
増
え
な
い
と
い
う

こ
と
で
す
し
、
原
料
に
な
る
資
源

（
石
油
）
の
節
約
に
も
な
り
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
環
境
に
や
さ
し
い

買
い
方
に
は
、
次
の
よ
う
な
も
の

が
あ
り
ま
す
。

●
簡
易
包
装
の
も
の
を
選
ぶ
。

●
「
ば
ら
売
り
」「
は
か
り
売
り
」

　

を
利
用
し
て
、
必
要
な
も
の
を

　

必
要
な
だ
け
買
う
。

●
「
地
元
産
」「
旬
」
の
も
の
を

　

選
ぶ
（
身
近
な
場
所
で
つ
く
ら

　

れ
た
旬
の
も
の
は
、
つ
く
る
の

　

に
も
輸
送
に
も
余
分
な
エ
ネ

　

ル
ギ
ー
が
か
か
り
ま
せ
ん
）。

●
再
生
紙
な
ど
、
再
生
品
を
選
ぶ
。

●
容
器
が
再
生
利
用
で
き
る
も

　

の
を
選
ぶ
。

●
長
く
使
え
る
も
の
を
選
ぶ
。

●
家
電
な
ど
は
省
資
源
・
省
エ
ネ

　

の
も
の
を
選
ぶ
。

●
近
所
へ
の
買
い
物
は
徒
歩
や

　

自
転
車
で
行
く
。

　

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
環
境

に
や
さ
し
い
買
い
物
を
す
る
こ

と
で
、
無
駄
の
多
い
社
会
を
変
え

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
自
分
に

で
き
る
こ
と
か
ら
と
り
あ
え
ず

実
行
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

インターネットで蔵書検索をどうぞ   http://ascpcenter.infosakyu.ne.jp/ilis/top.htm

〇印が休館日です

カレンダー

TEL  ７２-１３００  FAX  ７２-１３２０

E-mail  hinolib@infosakyu.ne.jp

図書館・ホール森の音楽隊

月～金　午前９時３０分～午後６時
土・日　午前９時～午後５時

環
境
に
や
さ
し
い
買
い
物
を
し
て
み
よ
う
。

１０：００～１４：００

　　

９：００～１５：４０　

　　

１３：００～１５：００

　　

１３：００～

　　

１１月２７日 (日 )
１０：００～１５：００

 

１１月１９日 (土 )
１０：００～

■ お 知 ら せ

 

　県をはじめ公的機関や各種の財団などがあなたの活動を支援してくれます。規模に応じてその活動

費を助成するなどの制度があり、来年度の支援希望事業を募集しています。文化センターでは申請な

どのお手伝いをしますので、お気軽にご相談ください。
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ＮＯＶＥＭＢＥＲ（霜月）

金１８
　乳児健診、ＢＣＧ予防接種

　開発センター　受付：午後１時１５分～午後１時３０分
火 １

　行政相談　町公民館　午前９時～正午土１９　ペットボトルの収集日 (１・２・３班 )水 ２

日２０　文化の日（ごみの収集はお休みします )木 ３
　古紙の収集日 (黒坂・菅福地区 )月２１金 ４
　歯科検診、フッ素塗布　開発センター
　受付：午前９時３０分～午前９時４５分、午後１時～午後１時１５分火２２土 ５
　不燃粗大ごみの収集日 (黒坂・菅福地区 )日 ６
　勤労感謝の日 (ごみの収集はお休みします )水２３　心配ごと相談、子育て ･高齢者生活相談

　開発センター、老人福祉センター　午後１時～午後３時月 ７
　不要犬・猫引取り日　日野保健所木２４　人権相談　開発センター　午後１時～午後３時

　第３０回町人権・同和教育研究集会

　町文化センターほか　午後１時～
　健康相談　町公民館　午前９時～午前１０時

　町公民館まつり　町公民館（～２９日まで）金２５　不燃・資源ごみの収集日 (黒坂・菅福地区 )

　解放文化祭　

　下榎集会所、隣保館ほか（～２７日まで）
火 ８

土２６　ペットボトルの収集日 (４・５・６班 )水 ９

日２７　乳がん ･甲状腺がん ･子宮がん検診
　開発センター　受付：午後１時～午後２時木１０

　古紙の収集日 (根雨・日野地区 )月２８
　年金相談　開発センター　

　午前１０時～正午、午後１時～午後３時

　不燃粗大ごみの収集日 (根雨・日野地区 )火２９　不要犬・猫引取り日　日野保健所

　国民健康保険税５期分、介護保険料５期分
　納期限水３０　乳がん ･甲状腺がん ･子宮がん検診

　開発センター　受付：午後１時～午後２時金１１

土１２

日１３
　不燃・資源ごみの収集日 (根雨・日野地区 )月１４

火１５
　ペットボトルの収集日 (７・８・９班 )水１６

木１７

直
通
電
話

72‐0334健康福祉課72‐2105出納室72‐0333住民課72‐0331総務企画課
72‐0335議会事務局 74‐0212公民館74‐0211黒坂支所72‐2101産業振興課
72‐1167給食センター72‐1300文化センター72‐2107教育委員会72‐2103農業委員会
74‐0225黒坂保育所72‐0238ひのっこ保育所72‐1852介護支援センター72‐0334健康福祉センター

72‐0331夜間・休日72‐1191下榎集会所

●インフルエンザの予防接種について
　

　対象者　満６５歳以上の希望者等
　

　接種期間　１０月２４日～１２月３１日まで
 

　費用　３,５００円

　（自己負担１,０００円、町民税非課税世帯は無料）
　

　接種医療機関　日野病院、松田医院等
 　

　申込先　役場健康福祉課　保健師　生田直子

　　　　　　　　　　　　　　（電話７２-０３３４）
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賞
品
に
マ
ツ
タ
ケ
ど
っ
さ
り

　
　
　
　

県
外
か
ら
の
参
加
も

　
　

月
９
日
、
滝
山
公
園
（
中
菅
）

１０
で
、
滝
山
公
園
紅
葉
マ
ツ
タ
ケ
ま

つ
り（
滝
山
公
園
イ
ベ
ン
ト
実
行
委

員
会
主
催
）
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
　

回
目
の
開
催
と
な
る
今
回
は
、

１０
県
内
を
は
じ
め
大
阪
な
ど
県
外
か

ら
も
多
く
の
人
が
訪
れ
、
約
１
２

０
０
人
が
会
場
に
集
ま
り
ま
し
た
。

　

ま
つ
り
で
は
、
秋
の
味
覚
の
王

様
、
マ
ツ
タ
ケ
を
賞
品
に
し
た

ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
や
抽
選
会
な
ど

の
各
種
ゲ
ー
ム
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、

ま
ち
の
特
産
品
、
加
工
品
、
そ
ば
や

焼
鳥
な
ど
の
青
空
市
も
行
わ
れ
、

行
列
が
で
き
る
ほ
ど
の
大
繁
盛
ぶ

り
で
し
た
。

　

伯
耆
町
か
ら
参
加
し
た
と
い
う

男
性
は
、「
今
回
初
め
て
参
加
し
ま

し
た
が
、
す
ご
く
人
が
多
く
て
盛

り
上
が
っ
て
い
て
驚
き
ま
し
た
。

マ
ツ
タ
ケ
が
当
た
る
の
か
楽
し
み

で
す
」
と
感
想
を
話
し
ま
し
た
。

イベント司会の和田季子さんとマツタケを賭けたジャンケン対決！（もみじゲーム）

前売券にはもれなく松茸ご飯付き！

「お土産にいかがですか？」（青空市） 紙飛行機を遠くに飛ばした子どもは賞品がもらえます（とばさいや）

会場から歓声があがる、大迫力の荒神神楽（日野高校郷土芸能部） 「私の番号ありました！」（ジャンボ宝くじ）
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月
２
日
、
オ
シ
ド
リ　

羽
初
飛
来
。
今

１０

６０

年
も
忘
れ
ず
や
っ
て
き
ま
し
た
。
遠
い
所
よ

う
こ
そ
。
ス
コ
ー
プ
を
の
ぞ
く
仲
間
の
声
も

は
ず
み
ま
す
。
向
こ
う
半
年
、
鳥
た
ち
と
の

共
存
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

観
察
小
屋
前
で
は
菊
の
花
が
出
迎
え
て
く

れ
ま
す
。
苗
の
提
供
は
天
野
さ
ん
、
管
理
は

稲
田
さ
ん
。
見
応
え
の
あ
る
立
派
な
花
壇
に

な
り
ま
し
た
。
散
歩
が
て
ら
お
出
か
け
く
だ

さ
い
。
オ
シ
ド
リ
た
ち
が
き
っ
と
幸
せ
を
運

び
ま
す
よ
。

　

【
連
絡
先
】　

オ
シ
ド
リ
グ
ル
ー
プ
事
務
局

　
　
　
　
　
  
森
田
（
電
話　

‐
０
２
７
１
）

72

シ
ー
ズ
ン
到
来

届
出　

９
月　

日
～　

月　

日   
敬
称
略

１２

１０

１１

  

赤
ち
ゃ
ん
誕
生

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
出
生
児
）　
　
  　
　
（
保
護
者
）（
性
別
）（
住
所
）

　

９
月
届
出
分

緒
形
章
太
朗　
　

明
朗
・
崇
子　

男
の
子　

根
雨

亀
田　

心
和　
　

大
輔
・
知
恵　

女
の
子　

下
榎

お
く
や
み

　

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す

（
氏
名
）　
　
　
　
  　
（
年
齢
）　
 　
（
住
所
）

　
　

月
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　　　「左向け左、みんなそろって出発だ」
　　　　　　　　　　　　　撮影●矢田貝昭さん（日南町）

じゃがいも、にんじんは１cm厚さのイチョウ切り
　にし ､玉ねぎは薄切りにする。じゃがいもは水に
　つけてアク抜きをする。

鍋にバターを溶かし、玉ねぎをしんなりするまで
　炒めたら、①とＡを加える。煮立ったらアクを取
　り、野菜がやわらかくなるまで煮る。

②をミキサーにかけ、再び鍋に移して火にかける。
　塩、しょう油（半量）で調味し、生クリームを加
　える。
 

器に③を盛り、残りのしょう油をたらし、あさつ
　きの小口切りを散らす。

■震災から５年、という言葉を
聞くたびに「あの日」のことを
思い出します。巨岩が道をふさ
ぎ ､日野川は泥の川のように濁
り、地獄絵図とはこのことか
なぁなどとぼんやり考えながら、
あまりのことに実感がわかず ､
はじめは夢の中にいるような感
覚でした。■５周年から２日後、
パキスタンで大地震が発生。自
然の力の恐ろしさ、人間の無力
さを思い知らされました。（i）
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手づくりのぬくもりを感じさせる塚本さんの作品たち


